


認可病床数 一般病棟 ６０床、療養病棟 ５０床(医療・介護) 

入院基本料 １０：１ ２５：１ 

在 院 日 数 １６．８日 

病床稼働率 ８６％ 

職 員 数 １５７名 

看 護 部 看護職６４名 介護職１７名 看護補助者４名    

平 均 年 齢     ４３．８歳 

有 給 取 得 率   ３０％ 

勤 務 体 制 
  ３交代制  早出勤務 遅出勤務 

  外来当直制 



年度 

４月 
年度 

中途採用 

退職者 

新人 経験者 ３年以内 ３年以上 

１９ ０ ０ １ ０ １ 

２０ ２ １ ４ ３ ３ 

２１ １ ２ ６ ５ ２ 

２２ １ １ ２ ２ ５ 

２３ ０ ５ ２ ４ ３ 

計 ４ ９ １５ １４ １４ 



ワークショップに 
参加した動機 

・ 中途採用者が辞めないような職場
の雰囲気を作りたい。 

・ 長く勤めているベテラン看護師や
中堅看護師が「やりがい感」を
もって働くことができる職場を作
りたい。 



区分 人数 看護職員 

外来 ２０名 正職員 １１名 臨時職員 ９名 

一般病棟 ３１名 正職員 ２６名 臨時職員 ５名 

療養病棟 １３名 正職員 ８名 臨時職員 ５名 

配布 ６４名 回収率 １００％ 



看護職員を大切にする組織である 

あなたの部署では看護ケアに費やす 

時間を十分にとることができる 



あなたの部署では上下関係にこだわらず、
主張すべきことを自由に話し合える 





現在の仕事は、自分の描く将来につな
がる仕事である 



現状分析 
 

・ 
 
 

看護ケアに費やす時間を十分に取れる ３４％ 

・ 定時帰宅ができる ５０％ 
前残業や時間外の委員会などで、サービス残業が多い
と思っている   ５４％ 

・ 上下関係にこだわらず、自由に話し合える ５０％ 
上司からの説明や部下に対する理解が不足していると
感じている  ５０％ 

・ 直近３年間の採用者 ２２名（中途採用者１０名） 
３年以内の離職者  １０名（中途採用者４名） 

・ 勤務希望は通りやすい ８０.６％ 
必要に応じて取得できる  ３５％ 
 →現在の人数と業務量からすると妥当である。 

・ 各種制度の利用を希望している ５０％ 
制度があるにもかかわらずわからない ５０～７０％ 



課題 

① 看護ケアの内容を把握し、ケアに費やす時間を確保す
る必要がある。 

② サービス残業の内容を把握し、業務改善する必要があ
る。 

③ 上司に対する不満を把握し、良好な関係を作る必要が
ある。 

④ 年度中途の採用者の離職原因を知り、教育体制を整備
する必要がある。 

⑤ 計画的な有給休暇取得の継続と、必要時に有給休暇が
取得できる体制を整える必要がある。 

⑥ 制度を周知し、有効活用できるようにする必要がある。 



ミッション 
（組織存在理由） 

・ 
 
 

地域に根ざした病院として、町民
に満足してもらえる医療を提供し
ていく 

ビジョン 
（組織が目指す 
    将来像） 

・ 
 
 

看護職が信頼されやりがい感を
持って働くことができ、定年まで
働き続けられる職場 

３年後のゴール ① スタッフの満足度が上がり、やり
がい感を持って仕事ができる 

② 中途採用者が定着する職場になる 

③ 制度が認知され活用できる 

④ 職場の雰囲気が良くなる 



① ・ ＷＬＢ委員会の立ち上げをし、全員に周知
するために説明会を企画する 

・ 推進委員会を決定し、活動していく 

② ・ 

 
看護ケアと前残業の内容のアンケートと調
査をして実態を把握する 

③ ・ 中途採用者の丌安内容を把握し、教育体制
を見直していく 

④ ・ 就業規則のパンフレットを作成し職員に周
知する 



・管理会議 …… 管理部門 
 

・月曜集会 …… 全職員 
 

・看護部各部署  
  … 外来/一般病棟/療養病棟 
 

・師長・副師長・係長会 
  … 看護部リーダー 
 

・一般病棟 
  … 病棟職員対象５日間  









・ 看護ケアに費やす時間が増えたと実感できるようにする 

・ 年２回全職員に面接をする 

・ 
 

看護記録の充実と看護計画を実行し、 
評価・修正を行っていく 

・ 前残業を減らすため、朝の食事介助の業務改善を 
検討する 

・ 入職者があれば教育計画を実行する 

・ 就業規則に関するパンフレットを看護部門に配布する 

・ 他部門にも配布できるパンフレットの作成に取り組む 



ゆとりのある 

生活 

働き続けられる 

岩美病院 

業務改善 

教育 

やりがい感 

達 成 感 

就業規則 


